
山梨県 清里２－１ 吐竜の滝１ 

 

山梨県 清里 吐竜の滝 

 

 川俣川渓谷には、滝がいくつもあります。その中でも最も美しい滝といわれています。岩間から

絹糸のように流れ落ちる落差１０ｍ、幅１５ｍの優雅な滝です。大きく３条に分かれ、何段になっ

て落ちる滝ですが、黄色い花が咲いていました。神秘さから「吐竜(どりゅう)の滝」と名づけられ

たといわれています。2002 年にＮＨＫで放送された大河ドラマ、「利家とまつ～加賀百万石物語

～」のオープニング映像の中にも使用されました。 

 

 川俣川渓谷(吐竜の滝～東沢大橋)沿いには、遊歩道が整備されていて、トレッキングをしながら

渓谷美を楽しむことができるようになっています。新緑の頃は５月中旬、紅葉は１０月下旬～１１

月中旬だそうです。滝の周辺では、植物や野鳥観察もできます。 

 

 ピクニックバス大泉ルートの１１番停留所から徒歩で２５分ほどかかります。清里高原道路から

駐車場への道は、幅員が狭いですが、１０台ほどの駐車場があります。そこから徒歩で約１５分で

す。 

 

 



 
 

 

 



 

 

 



 

 
 

 



 

 

 

 吐竜の滝入口 

 
 

 ピクニックバス大泉ルートの１１番停留所から徒歩で２５分ほどかかります。 

 

バス停から１５分ほど歩くと、吐竜の滝入口の看板が見えます。 



 
 

途中に案内板もあるので、道を間違えることはないでしょう 

 
 

大きな岩がゴロゴロと 

緑の苔が見事です 



 
 

入口看板から五分ほど歩きますと、 

川俣川が眼下に見えるようになります。 

 
 

朝方雨が降ったこともあり 

クマザサはしっとりとしていました。 



 
 

途中の道は暑かったですが、 

すっかりと汗も引きました。 

 
 

奥入瀬を思わせる川俣川の清流 
 

 


